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はじめに 

野々村 耀 

夜回り準備会【仮】という名前について、何時ま
で準備会なんだと聞かれることがあります。仮の名
前を「準備会【仮】」としたのは、夜回るだけでなく、
夜回り（や昼回り）で出合った人が困っていること
があれば、その解決のためにも努力したい。夜回り
が活動の全体ではないということをうまく表せる名
前が見つからないので「準備会【仮】」としてきまし
た。今年の報告書を作っていて、これまで以上に＜
夜回り＞で完結しないということを感じています。 
 

変化 
戦争と日本人（加藤陽子・佐高信）という本に「経

済が世界規模になり、世界の人口の 20％の国々が残
り 80％の国々の資源と冨を搾取することで利益を
上げるという仕組みがうまく行かなくなった。そこ
で国内で 20％の金持ち層が残り 80％の貧しい層を
搾取するという状況になった。民族・人種の違う目
の前にいない人を搾取するのと、目の前にいる人を
搾取するのでは、緊張の度合いが違う」という意味
の指摘がありました。野宿している人をとりまく状
況もこうした変化と無関係ではおれない。過度の緊
張が不安を煽り、不審なものを排除し、存在させな
くしようとすることとも関連がありそうです。小
泉・竹中の規制緩和政策から、リストラ旋風があっ
て、野宿する人が一気に増えた後、「ホームレス自立
支援特措法」ができ、路上や公共の場所から野宿す
る人を見えなくするという政策によって、野宿して
いる人は減ったように見えます。 
しかし、誰もが安心して住み、生活できるという

状況になったとは思えず、むしろ息苦しさは深まっ
たように思えます。 
以前は、夜回りをして、声をかけ、住むところを

確保して一件落着、一安心、という感じだったので
すが、最近は、部屋を確保し、生活保護を受けたと
しても、そのあと、孤立した生活の中で精神を病ん
だり、生活を維持することも困難になる人が増えて

います。これから、一人暮らしの人が孤立しながら
高齢になっていく中で、周囲と協調することも困難
になるという問題が深刻化するでしょう。 
また、親と同居しているが、失業や、不安感のた

めに、その生活を続けるのも困難だという人からの
相談があったりします。そういう人が、ＹＷＣＡの
夜回り準備会という、主として野宿している人を支
援しているグループに相談されるということは、そ
の人が自分は野宿と遠くないところにいると感じて
いるからでしょう。非正規雇用による不安、貧困が
片方にあり、他方には、正規雇用から脱落しないた
めには、自分の時間も健康も奪われるような労働環
境があり（夜回りのメンバーも、仕事に就くと、な
かなか活動に参加できなくなります）、以前日雇い労
働をしていた人が仕事がなかったり、働けなくなっ
て野宿になったのとは違った様相が現れてきたよう
に思われます。 
 

変わらない 
もう一方で、変わらないという問題もあります。

ピンペアという人の書いた「民衆が語る貧困大国ア
メリカ」という本の副題は「不自由で不平等な福祉
小国の歴史」というものです。歴史の本なのに、時
系列の記述でない。それはアメリカで福祉が発展し
なかった、変わらなかったということを扱うからだ
と言うのです。 
日本においても、細かい変化は色々あるが、貧し

い人へのまなざしや、無関心、偏見は変わっていな
いといえます。 
 

 これまでの夜回りではすまなくなってきたと言う
感じと、これまでの問題も未解決だという戸惑いが、
今回の報告書のテーマではないかと思います。私た
ち自身もうまく捕らえられないままに、感じるとこ
ろを書いてみたというのが正直なところです。 
 
 昨年は省略した、人数の推移のデータも今年は掲
載しました。また、活動も人間の関係です。その中
で様々なハラスメントがあるとしたら、活動そのも
のが信じられないものになります。その意味で、継
続して、このテーマにも紙面を取りました。
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【表紙解説】：野宿している人の仕事として、多いものの一つにアルミ缶集めがある。しかしアルミ価
格の下落で生活してくのが大変になって、生活保護を申請したひとも多い。それ自体、「働ける内は自分
でやっていきたい」のエピソードだが。K さんはいつもかなりの量のアルミ缶を集めている。出会った
頃は日雇い仕事をしていたが、仕事がなくなり、アルミ缶などを集めてしのいでいくようになっていた。
奥には山のような缶！とにかく大量！なかなかここまで集められる人もいない。ここまで置いておける
場所がある人も多くない。さらに現在各地で資源ゴミ回収条例が次々とつくられている。それはアルミ
缶を集める人を犯罪者化し、その収入で細々と暮らす人の、まさに生活を直撃する。 
右は壁一面のビラ。K さんは、私たちの持っていくビラを壁に貼って、困って訪ねてくる人などへの情
報掲示板としている。そういうつながりもあるのかと興味深く聞かせてもらっている。（なべたに画） 



3 

2 野宿している人と私たちをとりまく状況 

 
2-1 境目が見えなくなっている 

 
臺 信一郎 

 

 最近夜回り準備会の活動の中で、公園などで寝て
いる人に会って話をしていると実は家があるとい
うことがわかり、どうして外で寝ているのか疑問に
思うことがある。また野宿をしていなくても、精神
的な疾患のため被害妄想などがあり 1 人居宅で暮
らすのが困難な人もいる。アルコール症でいろいろ
な問題を抱えていて、支援の難しい場合もある。「野
宿している人」と「そうでない人」の境目（あるい
は「野宿していたら大変」「家があったら大丈夫、
安心」という区別）がはっきりしなくなっているよ
うに感じる。そのような人たちについていくつか例
を挙げてみたい。 
 

ある公園のベンチで寝ていた人 
 ある日の夜回りで、東屋の下にリュック一つで座
っていたところを見かけて声をかけた。「いつも寝
ているわけじゃないんですけど」と言っていたが、
わたしたちの活動の話を一通り聞いてくれた。そし
てその次の夜回りで会ったときにいろいろ話した。
仕事と住まいのことで困っているという話で、家族
との関係は良いが事情があって帰りづらいとのこ
とだった。家探しは仕事がないため難しいが、今の
「家」には帰れるし、家族も保証人になってくれる
ので、そこまで切羽詰まっているわけではないらし
い。洗濯、シャワーも自宅でしているとのことだっ
た。「家」があるためか、荷物は少なかった。 
 市民相談にも行ったが、法律相談を勧められたそ
うで、生活保護や施設のことについては教えてくれ
なかったらしい。仕事も条件に合うのを探している
最中だということだった。年は「言えるような年で
はない」と言われた。仕事がないからなのか、その
真意はわからないけれど、自分を卑下する言葉が気
がかりだった。 

 彼が家に居られなくなっているのはなぜなのか、
その問題はわたしたちにはわからないまま彼とは
会えなくなってしまった。 
 

    
 

駅の待合室で会った人 
 待合室のベンチで寝ていた人。最初会ったときは
「自分は野宿はしていない」と話していたが、そこ
で毎月会って話していくうちに、実際は家がないと
いうことがわかった。以前住んでいたところは酒浸
りになって出なければいけなくなったらしい。 
 ある年の越年越冬の炊き出しで会い、しんどそう
な様子だったため、医療相談のドクターに意見書を
書いてもらい、病院が開くまで更生センターの下
（更生援護相談所）に泊まらせてもらうことになっ
た。保険証がないため医療は難しいだろう、年金が
あるから更生センターに入れてもらうことも難し
いだろう、と話していたが事情を説明した結果受け
入れてもらえることになった。（保護基準以上の年
金があると生活保護を受けられず、ケースワーカー
もつかない。公的な支援が受けられないのだ。本来
は更生センターのような生活保護法による施設に
も入れない。） 
 病院に入院予定の日、彼は記憶障害のためか更生
センターの場所がわからなくなり、行方不明になっ
ていた。入院することができてからも、洗濯や健康
保険証の作成、保険料の振込など彼一人では難しい
ことがあった。糖尿によるものか視力がとても弱く、
人の顔や名前を覚えることが難しかった。退院後に
更生援護相談所に泊まっていたが、失禁がひどく、
周りの人から臭いの苦情もあって再び入院するこ
とになった。 
 彼はいろいろな病気を抱えていて、治療しなけれ
ば命に関わる。けれど一人では保険料を払い忘れて
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しまうなど生活上困難なことがある。誰かそばにい
て支える人が必要だと思えるが、本人は人には任せ
たくないので、手伝うこともうまくいかない。上に
も書いたように、年金があるために公的な支援が受
けられず、自分で解決することを求められる。でも
それは不可能だ。病院も症状が軽くなれば出されて
しまう。老人ホームに申込みに行っても、「周りと
協調して暮らせますか」と聞かれた時、彼は「ケン
カはせんけど売られたら買うで」と言っていた。彼
はどこに居たらいいのだろう？ 
 

 
 

病院訪問で会った人 
 胃ガンで以前入院していて、今は市営住宅で暮ら
している人。ある時会うと「市営住宅に監視カメラ
が設置され、監視されている」と訴えられた。「自
分はいじめられている。今日のように、自分が外に
出ると、住宅の管理人が、犬やネコを連れて部屋に
入りこんで、部屋を汚したりする。光熱費がかかっ
て仕方がない。冷蔵庫にネコの餌にする牛乳パック
が 5 つも入れてあるので、どうするのかと（管理
人に）聞いたら勝手にしろと言われた。」「冷風を噴
出する仕掛けがあって、冷やされて、倒れた。また
ふうしんが出てくる。」などという話で、聞くほう
も混乱してしまいそうだ。「ふうしん」は何かと聞
くと「冷たい針」だそうで、それが足に刺さる。そ
ういう装置があるので引っ越したいが、公団住宅に
移れないか、という話だった。 
 いじめられたり色んなものが見えていらいらす
るなら、病院に行ってはどうかと言うと、「ケース
ワーカーに病院に行かされたが、精神科で自分のこ
とを精神病のように思っている。薬を出されたが効
かないから、薬を飲むのも通院もやめた」とのこと

だった。 
    
この 3 つめのケースにあるが、幻覚はその人に

とっては本当に起こっていることなので、病識がも
てない。精神保健相談員に繋げると、本人が「気違
い」扱いされたと感じるケースもあり、簡単に解決
できるものではない。病識の無い人は自分から治療
したいと思えないため、病院まで至らない。自分や
周りの人を傷つけて入院にでもならない限り、なか
なか治療に繋がらない。専門の相談員や相談窓口は
限られていて、私たちも助言や支援をしてもらえる
場所がなくて困っている。 

＊ ＊ ＊ 

 上で挙げた 3 つの例以外にも、家にいるけれど
も家族関係や精神的な病気などで本人が居づらく
なったり、家族から追い出されそうになっている場
合もある。精神保健相談員や別の団体の紹介で、あ
るいはホームページを見ての相談もある。これらの
人たちは野宿にはなっていないが、安心して暮らし
ていける場所がない。居場所がないのだ。 
 
 野宿をしていなくても厳しい現状がある。今の労
働に耐えられない人や社会の重圧でうまく暮らせ
なくなった人が今後野宿に追いやられていくので
はないだろうか。夜回りでは直接会わなくても、今
居宅で不安定な状況にある人がいる。わたしたちに
は何ができるのだろうか。どうしてこんな状況が起
きているのだろうか。そう考えさせられる人にちょ
くちょく会う。 
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2-2 夜回りにまつわる数字 
山村 麻里子 

＊夜回り参加者と出会った人数（2009.7-2010.6） 
実施日 

(‘09-’10) 

夜回り 

参加者数 

訪問先 

(出会った人数) 

7/11 8 17(7) 

7/25 6 17(10) 

8/8 8 14(10) 

8/22 9 15(10) 

9/12 11 15(8) 

10/3 9 14(9) 

10/10 10 15(7) 

10/24 7 14(8) 

11/14 5 14(6) 

11/28 6 15(5) 

12/12 6 13(7) 

12/26 4 16(9) 

1/9 6 14(6) 

1/23 5 14(7) 

2/13 9 17(8) 

2/27 5 16(7) 

3/13 7 15(7) 

3/27 4 12(4) 

4/10 7 17(8) 

4/24 7 16(9) 

5/8 7 14(7) 

5/22 6 16(9) 

6/12 7 18(10) 

6/26 5 12(7) 

 

【一斉夜回りと人数】 

私たちはほかの夜回りグループとともに、毎年 7月に
神戸市内を一斉にまわって野宿している人の数を調査
しています。ここでは 2009 年 7 月から 2010 年 6 月
にかけての私たちの夜回り範囲での人数の変化を左の
表で、それと 5年前との人数の比較を下のグラフで表
しています。また、1999 年以来の一斉夜回りでの人
数の変化を次ページにグラフで載せています（神戸の
冬を支える会提供のものを修正）。 
私たちのまわる灘・東灘区は、市内の他地域より住め
るところは多くないけれど、定住できる場所がかろう
じてあります。神戸市全体の人数が減っているのは、
さまざまな団体が、きちんと生活保護を受けられるよ
うに働きかけてきたことが大きいですが、それでも毎
年新しく野宿になる人は少なくないです。ただ、住め
る・寝られる場所が限られているため、なかなか出会
いにくいことも、人数の減少にかかわっていると感じ
ます。 
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2-3 神戸市と「ホームレス」対策 
～「野宿の人は福祉事務所で生活保護の申請

はできません」～ 
 

鍋谷 美子 
 

兵庫荘へ 
 2010年3月31日、兵庫荘に見学に行きました。
兵庫荘は一泊 50 円で泊まれる、神戸市宿泊施設条
例による無料低額宿泊施設。条例によると、「住居
のない生計困難者を宿泊させるため」につくられた
施設だ。条例には性別についての記述はないが、実
際には入れるのは男性のみという運用がされてい
る。 
 
 これまで、夜回りで出会う人たちに、更生センタ
ーや兵庫荘、磯上荘（一泊 200 円で泊まれる簡易
宿泊施設。こちらは運営は社会福祉協議会）などの
施設を紹介することがあるものの、そこに行ったこ
とがないというメンバーも多く、見学に行こうと企
画したものだった。更生センターにはなるべく毎年
見学に行くようにしているが、施設内の取り組みは、
やはり少しずつ変わっている。兵庫荘や磯上荘でも、
長年の間に変わっていることもあるだろう。ともか
く、初めてのメンバー二人と、震災以来神戸の夜回
りに関わっている一人で、訪ねてみた。 
 事前に「YWCA 夜回り準備会」として見学した
い旨を告げていたためか、当日は神戸市保健福祉局
保護課の石田係長も来ており、私たちの質問にいく
つか答えてもらった。その中で、現在更生センター
で、居宅の生活保護の申請もできる、という話が出
る。私たちはびっくりした。 
 

神戸市の生活保護はどういうふうに 
行われているか 

 私たちから見た対応はこうだ。ふつうは市長が福
祉事務所の所長に保護をするかどうか決定をする
権限を委任する。つまり、福祉事務所が生活保護の
申請を受け付け、そこで審査をしたり決定したりす
る。そのために福祉事務所長委任規則というものが
あって、児童手当や障害者支援にかんすることなど

生活保護以外にも膨大なことに関する権限が委任
されるのだ。そしてもちろん、神戸市の福祉事務所
長委任規則にずらーっと書かれている中にも、生活
保護に関することは含まれる。ただし、その後ろに
カッコ書きで、「住所不定者は除く」と付けられて
いるのだ。 
 つまり、「住所不定者」の生活保護は、「福祉事務
所では受け付けない」で、神戸市長がその権限を持
ったままというふうに説明されている。それで、市
長が直接保護申請を受け付けるわけでもなく、保護
課の保護係の直属の施設である更生センターがそ
の窓口になっている。更生センターは入所の生活保
護施設なので、そこに入って保護を受けてもらう、
という対応がされているのだ。しかし実際は、更生
センターで保護を受けていて、そこから入院になっ
た「住所不定者」の生活保護は、一定の期間が経つ
と、各区の福祉事務所に移管されている。つまり、
「住所不定者」の生活保護を各区役所でも取り扱っ
ているわけで、この委任規則では説明がつかないこ
とが行われている。最近「住所不定者」という言葉
が「ホームレス」に変わったが、対応としてはあい
かわらずだ。 
 
 家がある人には福祉事務所で保護申請を受けつ
け、そのままそこで保護を受けることもできるのに、
家のない人には保護申請の受けつけさえせず、施設
での保護しか選択肢がない、という状態。もちろん
生活保護法には「住居のない人の生活保護は違う扱
いで」とか「家のない人の生活保護は施設で」なん
てひとことも書いてない。それどころか、「家がな
くても現在地がその福祉事務所内であれば、そこが
保護すべき」と書いてあるのだ。 
 野宿している人の支援団体がつくった全国向け
の生活保護申請マニュアルにも、「まずは福祉事務
所へ行こう！」と書いてある。それが通らない、特
殊な地域が神戸市なのです。 

＊ ＊ ＊ 

さて、これまでの神戸市の、家をなくした人・野宿
している人への対応はどうだったか。その変遷をま
とめてみる。 
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退院したら即保護廃止が当たり前だった 
 野宿している人にたいしては、病気や怪我などで
入院になった場合、入院している間だけ保護という
取り扱い。退院したらまたもとの、野宿場所へ戻っ
てください、という対応だった。この頃更生センタ
ーは一度入ったら出られない、というような長期滞
在状態で、入るのも難しかったという。退院したの
ち、更生センターを勧められるのはまだマシな方だ
った。体調が悪かろうが、高齢だろうが、保護は入
院期間だけ、退院したらすぐ打ち切り。よっぽど状
態が悪い人に更生センターを勧めるぐらいだった
という。また、家に住んで保護を受けていた人が、
その家を失ったら、一旦保護は打ち切りになるとい
うこともまかり通っていた。「家がみつかったらま
た来なさい」というのである。 
 
 
 
 

  
 

更生センター・更生援護相談所 
 灘区にある更生センターは生活保護法で定めら
れている神戸市の更生施設だ。1つの建物の 3階部
分が入居施設。同じ建物の 1 階に同じく神戸市が
運営する更生援護相談所という無料で宿泊できる
一時宿泊施設もあり、2階が更生センター・援護相
談所兼用の事務所などになっている。どちらも住居
のない生活困窮者のための施設である。 
 18～19 年ほど前に、更生センターに初めて所長
が配置される。それまでは現場の職員だけでまわし
ていたそうだ。その所長の改善により、初めて所内
作業やレクリエーションなどが行われるようにな
った。それまでは本当にそこに入っているだけで、
何もすることがなかったという。（こういった更生

施設は全国で東京から神戸の間にのみ、計 20 か所
しかない。そのうち 10 か所が東京に集中してい
る。）名古屋以東の多くのところは路上から居宅へ
の中間施設としての働きをしているようだが、関西
はそれぞれ独自の対応になっている。他のところも
それぞれ問題はあるが、神戸では退所時に敷金を出
して居宅へという道筋がない、と言うと他地域で支
援している人に驚かれる。かつては、更生センター
に入りたいという人がいても、出て行くときの道筋
がないため「入ったら死ぬまで出られない」という
噂もされていた。それがおかしい！といろいろな働
きかけが起こってきたのは、その実態が分かるよう
になってきた震災後のことだった。 
 

震災直後 
 1995 年の震災当時、全国各地から支援物資、「ボ
ランティア」が集まり、救援活動がひろがった。そ
のとき、｢住所不定者｣｢ホームレス｣と言われる人た
ちは、救援活動の対象にもされなかった。それはお
かしいと感じるいくつかのグループや個人で、そう
いう人たちの課題を考えていく集まりができ、次第
に野宿者支援という、取り残された人たちの問題に
取り組むようになっていく。震災後初めての冬を越
すために、東遊園地にテントを張り、野宿していた
人と支援にきた人がともに泊まり込んで、毎日の話
し合い、神戸市との交渉を経て、さまざまな処遇改
善を勝ち取る。 
 その頃野宿している人には「更生センター（この
場合は更生援護相談所のことを指している）しかな
い」と言っておきながら、更生援護相談所にはその
人たちすべてが寝られる場所も設備もなかった。と
くに年末年始、行ったのに入れず追い返されるとい
うことがしばしばあり、そういうことがないように
増床を求めた。その結果、二段ベッドが置かれ、入
れる人数は倍増したのだった。それでも、実際に野
宿している人がすべて入れるようなキャパはない。
そして、その頃以降現在まで、更生センターの対応
はほとんど変わっていないとも言える。 
 

更生で保護申請？ 
 今年 3 月の石田係長の発言では、更生センター
で居宅保護申請ができるという。そのことを更生の

家の無い人の保護は福

祉事務所では受け付け

ていません。 
家が見つかった

ら、また来てく

ださい。 
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CW に確認してみると、CW もびっくりしていた。
相談を受ければ対応はするが、敷金などのいらない
物件や支援団体に紹介するなどし、結局は野宿では
ない状態にしてから、各区の福祉事務所で申請する
というかたちになっているようで、結局神戸市の姿
勢は崩されていないままだった。 
 

磯上荘で保護申請！ 
 これまで、兵庫荘・磯上荘に居て、仕事を失った
りしてそこの家賃も払えず困窮した人も、そこで保
護申請はできなかった。申請をしても受け付けすら
されなかった。それはおかしいと審査請求をすると、
申請した時点で「住所不定者」になるので、ここで
はなく更生センターで申請せよ、という説明が出て
きたりした。しかし、現にそこに住んでいる人が生
活に困っているというのに、そこでは申請ができな
い理由は訳が分からず、無茶苦茶な説明だ。 
 私たちの兵庫荘訪問から少しして、磯上荘で保護
が申請できるようになったという話を聞く。カトリ
ック社会活動センターの方に相談がきて、磯上荘入
居者で保護を受けたいという人を、更生センターに
送るのではなく、磯上荘のある中央区で保護申請し
て、受理されたというものだった。これまでもそう
いう話がなかったわけではないが、再び審査請求も
し、おかしいと追及するなかで、神戸市側が対応を
改め、今回初めて最後まで支援がうまくいったのだ
った。これで、家がなくて困っている人の生活保護
申請は更生センターのみが窓口だ、というこれまで
の前例が一つ崩れた。その後も希望する人は、同じ
く申請をして、通っている。 
 

「窓口は更生センターのみ」のカベ 
 あとは、「家のないひとは更生センターでしか保
護を受け付けられません（＝更生センターでの施設
保護です）」というカベだ。これは、神戸市ではど
の福祉事務所でも徹底していて、「うちでは取り扱
えません」という。初めにも触れたが、最近、生活
に困っている人、野宿せざるをえない人のための生
活保護マニュアルのような冊子や本がいろいろつ
くられているが、まず行くべき窓口は地域の福祉事
務所となっている。神戸市では、日本で唯一それが
通らない。 

 野宿している人が更生センターでなくても保護
申請して、そのまま敷金支給してもらい、居宅にな
るという道筋をつけていきたいと、これまで何度も
申請は行われてきた。しかしそのたびに、申請書は
福祉事務所から更生センターにまわされるのだっ
た。これは、保護を受けたいという本人の意思もあ
ることなので、わたしたちだけで突き崩せるカベで
はない。神戸市を相手に時間をかけてたたかって、
勝ち取れるのか、それよりドヤや融通をきかせてく
れる大家さんの物件に頼んで、家を確保してから福
祉事務所に行き、保護申請をする方が、今困ってい
る本人のことを考えたらいいということもある。も
ちろん住む家の選択肢は限られるが、そうやって野
宿している人を「なんとかして」家のある人＝「ホ
ームレス」でない人にしてから、福祉事務所に申請
に行くのである。つまり、「ホームレス」は申請で
きない。おかしなことだが、これが神戸で行われて
いることなのだ。 
 ただそれも、そういう大家さんや支援者にたまた
ま会えた人に限られるということになる。権利とい
うのは本当は、誰でも平等に行使できなければなら
ない。 
 私たちはいつでも、野宿している人から希望があ
れば、更生センター入所ではなく、敷金を出しても
らって家に入り、保護を受けられるように、手伝っ
ていきたいと思っている。神戸でも当たり前に、野
宿している人が、野宿しているままで、福祉事務所
で、生活保護を申請できるようにしたい。そして本
当は、一人で福祉事務所に行って申請すれば、受理
されるべきなのだ。 
 
 

2-4 夜回りって何？  
佐野 歩 

 夜回り準備会（仮）の夜回り活動とは、一体どう
いうものだろうか。 
 夜回り準備会（仮）の活動は、夜に回ること以外
にも病院訪問をしたり、夜回りで相談があった人を
昼回りしたりといろいろあるが、ここでは、実際に
夜、回ることを指して夜回り活動としてそれがどう
いうものか考えてみたい。 
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 神戸 YWCA 夜回り準備会（仮）のスローガンと
して、 
 
「野宿したくない人が野宿しなくてすむように」 
「野宿せざるを得ない人の人権が損なわれないよ
うに」 
 
の二つがある。 
 
<野宿したくない人> 
野宿の状態から脱出するのはとてもハードルが高
い。仕事の問題、借りる部屋の問題、生活保護の問
題等、課題が山積している。今実際に野宿している
人以外にも、今は家にいるが、家族との関係などで
家にいる状態を維持するのが難しい人もいる。また、
派遣などの不安定な職についていて、派遣切りに遭
うことがそのまま家を失うことになる人もいる。今
の社会で、これらの課題を誰の手も借りずに一人で
解決していくのは困難な場合が多い。そして、大半
の人が誰かの手を借りないと野宿を脱出できない
という社会構造も問題だと思う。だが、機械的に居
宅に移れる制度を整備したらそれで解決とは思わ
ない。居宅に移りやすくすることはもちろん必要だ
が、それがその人を孤立に追いやることもある。野
宿している、していないを問わず私達はだれしも、
常日頃信頼して相談できる人の存在というのが必
要だと思う。 
 
<野宿せざるを得ない人> 
野宿をしている人は、まさか自分が野宿になるとは
思っていなかったり、野宿したくないと思っていた
りする人が多い。 
だが、野宿している人が全て、「野宿したくない」
という希望を口にするわけではない。DVで家から
逃げてきた人など、逃げる前にいた場所が野宿状態
よりひどかったため、選択の余地なく野宿している
人もいる。そしてしばしば野宿している人は襲撃や
追い立てといった、人権侵害に遭う。 
 
 野宿している人がこれらの課題を解決し、野宿の
状態を脱するためのきっかけ作りの場となる。夜回
り活動とはそういうものではないかと思っている。 

 

 
 

 しかし、普通に考えた場合、野宿していていきな
り見知らぬ人から声を掛けられた時、たとえ当人が
野宿状態を脱したいと思っていても、野宿状態で困
ったことに遭遇していても「じゃあ、手伝ってもら
おうか」とはすぐにはならないであろう。 
 わたしなら、「貧困ビジネスか？」と疑ってしま
うと思うし、また「どうせ何もしてくれないくせに
偽善者ぶらないでくれ」とか思ってしまいそうだ。 
また、そのような見知らぬ人には自分が野宿をして
いることすら知られたくないと思う人もいるだろ
う。さらに、野宿している人より若い人が夜回りに
来た場合、「年長者として、自分が困っていること
を知られたくない」と思う人もいるだろう。 
 一方で、最初からそんな不信感を抱くことなく夜
回りを受け入れてくれる人もいるし、夜回りを受け
入れながらも本音はなかなか言わない人もいる。 
当然のことだが、野宿している人にもいろいろな人
がいるのだ。 
 
 そして、そういういろいろな人に相談してもらい、
自分もまた相談し、野宿したくない人には野宿状態
から脱出するための道筋を一緒に歩いていくため
にはやはり相互の信頼関係が必要ではないか。 
 
だが、信頼関係をつくるといっても実際に行うの

は難しい。 
 信頼関係はお互いがつくっていくものなので、私
たちにも信頼してもらうに足るだけのものがなけ
ればならない。また、信頼関係をつくるためのマニ
ュアルなんてものが存在するわけでもないので、一
人一人の人とお互いに模索しあいながら、誠実に向
き合っていくのがいいんだろう。もちろん、私たち
が相手の人たちを信頼することも必要だ。信頼し、
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信頼してもらい、相談してもらって、一緒に問題に
取り組んで、それでうまくいくこともあるし、うま
くいかないときもある。 
 信頼関係をつくるのって千差万別だ。でも、夜回
り準備会（仮）には夜回り準備会（仮）なりの試行
錯誤のやり方があると思うので、私なりにそのやり
方の例を紹介してみたい。 

＊ ＊ ＊ 

 神戸で、夜回り準備会（仮）のほかに夜回り活動
をしている団体の一つとしてカトリック社会活動
神戸センター（以下、カトリックとする）がある。
カトリックはセンターという活動拠点を持ってい
る。センターで相談を受け付けたり、風呂や洗濯の
場を提供したり、別の公園においてだが、日常的に
炊き出しをしてそこでも生活相談を行ったりして
いる。したがって、当事者の方が相談に来ることが
できるし、その場合はそこでゆっくり話し合って問
題に取り組んでいくことができる。また、当事者自
ら問題を解決するために相談に来てもらっている
という前提があるので、話しにくいことでも解決に
必要なら当事者が話したこと以外に問題はないか、
より深く確認することもできる。 
 しかし、夜回り準備会（仮）の活動はそうした拠
点を持っていない。拠点をつくれたとしても、そこ
で日常的に相談に乗れるような人手もない。だから、
夜回りでこちらから押しかけていくしかない。こち
らから押しかけていっている以上、当事者の方が話
したくないことは無理やり聞き出すことはしたく
ないし、してはいけないと思う。さらには、夜回り
をしている私たちも複数で回っているし、野宿して
いる方も周りに仲間がいることもある。そうすると
やはり、一対一で話すのとは違い、簡単に話せない
こともあるだろう。でも、活動拠点を持てないとい
う制約や、信頼関係を築きたいという希望から、野
宿者の方の話してくれたことはじっくり聞きたい
と思う。したがって、相談事などもまずは夜回りの
場において聞いて、相談内容によっては夜回り以外
の場でも関わっていくということになる。 
 そうしたことから、夜回り準備会（仮）の夜回り
では野宿している方一人一人と話す時間が長い。ま
た、話す話題も、体調を確認したり、困ったことを

聞いたりということだけではなく、世間話、故郷の
話、子どもの頃の話等多様である。「相談」という
かたちで持ちかけられるだけでなく、そうした雑談
の中から当事者にとっての解決したい課題が出て
くることもある。そうしたときに、それを受け止め
られるような関係でありたいと思う。 
 
 

2-5 寄せ場交流会報告 

̶神戸でのとりくみー 
鍋谷 美子 

 寄せ場交流会とは、全国の寄せ場、野宿の運動に
かかわるひとたちが年に 1 回集まり、文字通り交
流するために行われている集まりで、2010 年で 27
回目を迎えた。初めは何人かで始まったその集まり
が、今では 200 人を越えることも珍しくなくなっ
た。一泊 2 日の行事なので、そのすべてが泊まれ
る場所の確保、食事など、準備はかなり大変。そし
て 2010 年は、その受け入れを神戸ですることにな
っていた。 
 

これまでに起こっていたこと 
 この交流会、泊まりでお酒が飲めることもあって、
人数が増えるごとに、酒の席でのトラブルがたびた
び報告されるようになっていた。私が参加し出した
のは 6 年ほど前だが、その頃からすでに交流会の
始まる前に、前年主催地からの参加者男性より、全
体に「酒を飲んでセクハラなどが起こっている。そ
れで来れなくなった女性もいる。こんなことが続く
ようなら、交流会自体やめた方がいい」などのアナ
ウンスがされていて、一体どんな会やねん？と思っ
たのを覚えている。 
 また、去年の報告書でも書いたが、私自身が炊き
出しの場で体を触られる、その後周囲の人に二次被
害を受ける、ということがあり、神戸全体でもこの
問題は取り上げられ、話し合いを続けてきた。その
後、翌年の炊き出しでは何かいやなことがあったら
声をあげていい、つらくなったら逃げることもでき
る、というメッセージとともにセーファー・スペー
スという取り組みを持った。 
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 そういったことをふまえて、神戸で寄せ場交流会
をするなら、その問題を避けては通れないと、実行
委員会でなんらかのアクションをしよう、と少しず
つ話し合いをしてきたのだった。 
 

問題を表に出すまでの困難 
 はじめは、これまで寄せ場や活動現場で起こって
きたセクハラを含むハラスメントの事例を集めて
出し、何が起こっていて何が問題なのかを皆で共有
するところから、と考えていた。そこで、私が知っ
ている範囲での寄せ場で起こった（問題になった）
セクハラ事件についてのききとりを始めていった。
おもに大阪や東京のいくつかの話を聞いてきてか
ら、神戸の実行委員会で簡単な報告をした。そこで、
思いがけず反対意見が出た。 
 「起こったことには、今も現在形で当事者がおり、
簡単には扱えない」「自分たちのところで起こった
ことやしてきたことならまだしも、よそのことを出
して話すのはどうか」「関係者から批難・反発が吹
き出すだろう」「結局、糾弾が始まってしまうので
は」など。私は、それも受けたうえで、共有・問題
化できれば、と思ったのだが、反対も強硬で、実行
委員会としての落としどころを見つけ、やれること
をやろう、ということになった。結果、寄せ場交流
会が始まって最初の 30 分を使い、神戸ではこれま
でハラスメントに対してどう対応してきた／こな
かったか、現在どういう取り組みをしているか、な
ぜそれをするに至ったか、などを「神戸からの報告」
というかたちで出そう、ということになった。以下
に、具体的な経過なども載せる意味で、当日撒いて
報告したビラをそのまま掲載します。 
 
⇒次ページより4p「神戸からの報告」ビラ 

 
「神戸からの報告」のかげに 

 上記の実行委員会内でのやりとりもあり、このビ
ラには載せられなかったさまざまな事例、聞き取っ
た人たちの声が、ビラのうしろに隠れている。聞き
取りをしなければ、確信を持って、このことを伝え
ていかなければ、と思い貫くことはむつかしかった。
「野宿者支援」にかかわる女性から、どこでも聞い
たのは、「（これまで）言えなかった」「しんどかっ

た」という声だった。やはりこのことは、話されて
きていないし、起こっているのに起こっていないこ
ととされてきた。今回はほんの少しの問題提起にし
か過ぎないが、人を尊重しようとする活動の中で出
てきたこの問題に、さらに向かい合って、広げてい
けたらと思っている。 
 

     
 
★このかん、全くこの問題について理解してなかっ
た自分を認識しながら、人に教えてもらいながら、
セクハラやハラスメントについて考えるのに参考
になった本やサイト： 
 
【本】 
「さらば、原告 A子-福岡セクシュアル・ハラスメ
ント裁判手記」 晴野まゆみ 
「悔やむことも恥じることもなく-京大・矢野教授
事件の告発」 甲野乙子 
「なぜ男は暴力を選ぶのか-ドメスティック・バイ
オレンス理解の初歩」 沼崎一郎 
「女子大生のための性教育とエンパワーメント 
『ジェンダー論』の教え方ガイド」 沼崎一郎 
「モラル・ハラスメント」 マリー・フランス・イ
ルゴイエンヌ 
 
【website】 
「セクハラ」
http://homepage2.nifty.com/tumaran/ 
「いじめはモラハラ」 
http://morahara.nukenin.jp/ 
「こころのサポートセンター・ウィズ」の「虐待・
暴力」のページ 
http://www5a.biglobe.ne.jp/~with3/gyakutai/
gyakutai 
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2-6 僕の部屋のように 

散らかった原稿 
  

野々村 耀 
 

別のところで紹介しているように【註 1】、野宿し
ている人の数は、神戸市内全体でも、私たちが夜回
りしている範囲でも、調査に現れた数は、多かった
時期と比べると、ずいぶん少なくなりました。奇妙
なことに、多い、増えているというと、大変ですね
と言ってカンパしてくれる人がいたりするのです
が、人数が減ったというと、マスコミを含めてたち
まち関心が薄らぎ、消えてしまいます。基本的な問
題が、解決したわけではないのに、そしてこれから
ますます根深い問題になるだろうと思えるのに【註
2】、人数で判断されることには強い違和感がありま
す。 
  
いつも思うのですが、日本には、ストリートチル

ドレンと呼ばれる子供がほとんどいないように思
えます。どこかの国で沢山の子供が路上で・マンホ
ールで暮らしている。可哀想だからと、支援する支
援団体もでてきます。それは良いのですが、では日
本の子供はみんな幸せでしょうか？日本では、子供
は路上に逃げ出す可能性がなく、家（庭）のなかで
殺されたり、自分で死を選んだりしているのではな
いか？極端に言えば、殺されるくらいなら、家出で
きたらいいのに、と思わないでもありません。 

＊ ＊ ＊ 

2010 年の夏は、酷く暑く、多くの人が熱中症に
なり、何人もの人が命を失いました。僕もクーラー
のない家で暮らしているので、耐えられない思いを
しました。7月の終わりごろのことです。神戸市の
ある文化センターのロビーで（そこは冷房してあり
ました）、友人とエスペラントの本を読んでいると、
館長と名乗る人がやってきて、「ここは憩いの場で
あるから、勉強してはいけない」と言いました。そ
のことで、「市長への手紙」を書くことになる【註 3】

のですが、本筋ではないので後に回します。そのや
り取りの中で館長さんは、「この地域は一人暮らし
の老人が多いから、ここでゆっくりと憩いの時を過
ごしてほしいのだ」といいました。それは賛成でき
る考えです。しかし同時に、「ホームレスが長居す
るから困る」とも言いました。ある人には長居して
ほしいが、ある人にはいてほしくない、と言うのは、
どういうことなのでしょう。そもそも誰かが文化セ
ンターに来たとき、私には住む家がありません、な
どと申告するわけがないから、館長は「見かけ」に
よってある人をホームレスと断定した、迷惑だと思
った。公の施設でそのような差別がまかり通ってい
いのでしょうか？ 
  
その少し前（7 月 24-25 日）に、神戸で「第 27

回 全国地域・寄せ場交流会」という集まりがあり
ました。僕は「排除」をテーマにした分科会に参加
しました。「社会的排除」と言うのは、「貧困」の問
題をとらえ直そうという観点から、いろいろ議論さ
れているテーマです。イギリスなどでは社会的排除
をなくすために、無理に働かせるというような問題
も出てきていて、どんな分科会になるかと思ってい
たのですが、そういう議論はなくて、各地でおこな
われている「追いたて」に関する報告が主でした。 
 そのなかで、行政が公園等から野宿している人を
追い出す際に、しばしば「住民の苦情」を口実にす
るという意見がありました。しかし、ただ口実に使
われているだけではなく、実際に行政に対して、「追
いだしてくれ」「ホームレスがいると怖い」と訴え
る個人や団体があります。しかし、その感覚は、煽
られた情報、先入観に起因するものが多いように思
われます。 
 他方、行政が、「住民の要求」を口実にしている
場合も少なくありません。ということは、行政自身
に「排除したい」という意志があるということです。
ここ何年かは、「野宿している人」を支援しようと
する団体も増え、人権侵害に対する抗議もあるので、
行政も追い出しを正当化する口実をつけるように
なりました。以前は「こんなところにいてはいけな
い」というだけで追い出すことが多かったのです。 
 地域・寄せ場交流会の分科会では、大阪、東京の
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墨田区、渋谷区等々全国各地から追い出しの報告が
ありました。いろいろ抗議しても最後は実力行使に
よって決着されるのが現状です。行政が排除する気
になれば、抗議する側が実力で突破することはほと
んどありえません。 
  
この交流会の数日後に、先に述べた文化センター

での出来事がありました。熱中症で倒れてしまいそ
うな暑さは、クーラーを使えないもの（炎天下で働
く人、クーラーが買えない人、電気代が払えない人、
テント生活や野宿している人など）にとっては災害
だったといっていいでしょう。事実、死者まで出て
いるのです。だから冷房のある公共施設は、冷房の
ない人に対して避難所として解放されるべきだと
おもいます。また文化施設としては、変に制約され
ずに使いたいという気持ちもありましたから「ここ
で勉強してはいけない」と言われたことに疑問を感
じたのです。それで、「市長への手紙」を書いて出
しました。それに対して「市長からの返事」が来ま
した。その結果、僕が本を読むことに関しては従来
どおり可能になり、一件落着しました。 
  
 しかし「ホームレスが長居して困る」というのは、
驚くべき発言であり、同時に本音でもあるだろうと
思われます。そう言った人は、それが当たり前のこ
とだと思っていたから、たやすく口に出来たのでし
ょう。神戸市の公共施設（の責任者）が、一般の人
の利用に供している施設から、特定の人を排除する
というのはどういうことでしょうか？神戸市が、
「ホームレスを差別する」という方針を持っている
ということになります。 
  
 市長からの回答には書いてありませんが、神戸市
は建前としては差別を肯定はしていません。しかし、
神戸市は、長年にわたって、野宿可能な場所を少な
くしてきました。ある場所で暮らしている人に、工
事をするから退いてくれといい、工事が終わってみ
ると、2度と戻れない構造になっているというのが
ほとんどのケースです。 
この報告書では、その様ないくつかの場所を紹介

しています【註 4】。ちなみに、これは神戸市に限っ

たことではありません。隣の芦屋市では、雨をしの
ぐことの出来る橋の下に、沢山の石をならべてコン
クリートで固めて凸凹にし、寝られなくしたり、ベ
ンチに更に複雑な金具をつけたりしています。 
 
【橋の下の凸凹】 

 
 
【横になれないベンチ】 

 
 
構造的暴力という言葉があります。暴力と言うの

は、殴る・蹴るといった肉体的な暴力や物理的強制
力の行使、警察や軍隊の力を使った 直接的なもの
だけでなく、仕組みとして不利な状況を押し付ける
ことだとすると、町の作り方そのものが暴力的だと
いわざるを得ません。私達は構造的に暴力的な社会
に生きているようにおもえます。 
野宿せざるを得ない人がいなければ、野宿できる

場所は必要ないかもしれません（もっとも、野宿せ
ざるを得ない人がいなければ、出来なくする必要も
ないでしょう）。しかし、いろいろな事情で、現状
では野宿するしかない人も少なくないのに、できる
場所をドンドンなくすことは、その人を一層不便で
危険な場所に追いやり、人権を激しく侵害する行為
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です。 
筆者が昔横浜にいたとき、野宿しているおばあさ

んに出会ったことがあります。「ここに来る前はど
こいはったの？」と聞くと、老人ホームから逃げて
きた、という返事でした。老人ホームのような施設
に入れたら、一安心だと思っていたぼくは、びっく
りしました。こんなふうに書くと、「好きで野宿し
ている」と思う人がいるだろうと思います。よく、
「施設を作って、そこに収容すればよい」という人
がいますが、屋根さえあれば解決するというもので
はありません。その人の側から見ると、その老人ホ
ームでの暮らしは野宿よりつらかったのです。野宿
より暮らしよかったら、逃げ出す訳がありません。
しかし、今も、自分の価値観で、相手を決め付ける
ような見方は、無くなりません。 
 
先に、「驚くべき発言だ」と言ったのは、「ホーム

レスの自立に関する特別措置法」第一条に、「ホー
ムレスの人権に配慮し」とあることにも反するから
です。この法は国や自治体は率先して人権に配慮す
べきであり、問題解決が必要だと認めています。そ
れに対して、館長の発言は＜自分のかかわる領域に
いる人＞の人権を配慮するのでなく＜自分の領域
の外に押し出そう＞というものです。＜自分の範囲
内にはいないことにする＞。 様々なところで見て
きたことです。避難所から、地下道から、軒したか
ら、学校の横の道路から……。 
 
30 年位前から、「きれいはきたない」という言葉

が耳について離れません。ある人にとって綺麗な環
境を守るために、様々な仕掛けをする。物陰に腰を
下ろせないようにするために、フラワーポットを置
いてあるのがわかると、その花には底意地の悪さが
感じられます。都市のデザインにはそういうものが
多いようです。都市の住民は、ゆとりがなく、ぎす
ぎすし、隙間がなく、少しの不快なことにも耐えら
れなくなっているように思えます。駅でも、バス停
でも、町の中でも、気軽に坐って、ひと休みできる
場所は少なくなりました。お金を払えば、腰を下ろ
しお茶を飲めるところは沢山ありますが、お金がな
ければ利用できません。その結果、年寄りや体の弱

った人が休息できる場所もまれになりました。つい
でにですが、派遣労働者が組合の話し合いをするの
に、金のかかる会場は借りられないから、コンビニ
で缶コ－ヒーを買って、前の駐車場にしゃがんで話
し合って居ると聞いたことがあります。誰でも、時
にはごろっと横になって空行く雲を眺めたいと…
でもベンチには変な金具があって決められたよう
にしか座れない。 
 
さて、「本音だろう」と言ったのは、私たちは自

分と同じような仲間といると安心できるが、違う話
し方や習慣や暮らし方の人といっしょにいると、そ
れに慣れるまでは戸惑ったり、どうして良いか解ら
なかったり、受け入れにくかったりしがちです。場
合によると、不快感や不安を感じたりするかもしれ
ません。ですから文化センターに「野宿しているよ
うに見える人」がいると、「館長、あんな人がいる
と安心できない」という人がいたのかもしれません。 
行政の一翼を担う館長には、人権に配慮する役割

があるのですから、そういう苦情を言う利用者に対
して、人権や公共について、理解してもらうよう努
力する使命があると、ぼくは思います。しかし、こ
とによると、館長自身が、不快に思ったのでしょう
か？ 出て行かせようとする前に、話したり、出会
ったり出来たら、共感できることもあるだろうにと
思うのですが。 

＊ ＊ ＊ 

 そんなことを思いながら、何日かして、市長への
手紙を書きました。市長からの返事をもらい、あれ
これ考えているときに悲しいニュースがありまし
た。私たちも以前、夜回りしていたことのあるＨＡ
Ｔ神戸で、夜をすごしていた 82 歳の人を 10 人ほ
どの若者が襲ったというのです。8月 17 日の神戸
新聞は「ホームレスに花火発射、けが人なし シー
ト焼く 若者の集団が逃走」という見出しの記事を
掲載しました。見出しには「けが人なし」と書いて
あるのですが、本文を読むと、15 日（前日）未明
にも高校生ぐらいの若者10人に囲まれ…花火を向
けられて手や首に軽い火傷を負っていたという、と
ありますから、けが人なし、ともいえないでしょう。 
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今年になって関西では、新聞が大阪と尼崎での襲
撃を報じました。2月に起こった事件は 4月になっ
て「大阪・住之江 50 代男性けられ流血・骨折 野
宿者襲う無言の暴力 『背景に行政の排除』」とい
う見出しで記事になりました。リードには、「生活
保護を受ける人が増えて、路上生活者は減る一方、
行政の排除が進み、路上に残された人は孤立してい
る。」とあります。記事には、「2 月 2 日の午後 9
時、突然声が響いた。『ホームレスは出てけー』。
50 代の男性は息を殺していた。」「隣のテントに助
けを求めたが、不在。」「自分のテントに戻ると、数
人に蹴られた。「足が不自由で、倒れたまま蹴られ
続けた」「反撃しなかったのは怪我をさせると自分
が傷害罪に問われるかもと思ったからだ」。蹴られ
続け、顔から血が流れ、目があかなくなった。2件
隣のテントの人が通報し、警察で事情を聞かれた後、
救急車で搬送された。肋骨が 2 本折れていたが、
応急手当だけで帰された。翌日支援団体が駆けつけ
ると立ち上がれなくなっていて、眼からも出血して
いた。（要旨）この記事の中で、「野宿者ネットワー
ク」の代表は「月に数件の襲撃被害がある」と話し、
また別のＮＰＯ法人は「行政が野宿者をあからさま
に排除することで、社会の眼がより冷たくなった」
と指摘しています。（下線は筆者） 
 
 4 月には、尼崎での事件が「野宿者のテント放
火・・尼崎北署 殺人未遂容疑で中 3の二人逮捕」
という見出しで報道されました。3月 29 日武庫川
河川敷で 65 歳の男性のテントに石を投げて、男性
がいることを確認した後、ライターのオイルを撒い
て火をつけテントを焼いたそうです。「石を投げた
ら追いかけられ、タバコをすっていて注意されたり
して許せなかった」と供述している、と新聞は書い
ています。 
 
 そして、8月には、ＨＡＴ神戸でも花火の連射で
火傷させ、次の日にはブルーシートや衣類などを燃
やすという事件がありました。この件では 10 月中
旬までに次々と 8人の少年が逮捕されました。 
 報道されなかったのですが、私たちが夜回りして
いる範囲でも 2 回、テントの火事がありました。

幸い、人がいなかったので、怪我などはありません
でしたが、そばのテントにすんでいる人は、火災が
あると自分たちが怪しまれるのではないか、その場
所から追い出されるのではないかと心配していま
した。 
 
 10 月には東京・千代田区で公園に寝泊りしてい
た耳の不自由な 67 歳の人に、14 歳の中学生が熱
湯をかけ、全治一ヶ月の火傷を負わせ、逮捕された
という報道がありました。一週間前には石を投げた
り、洗剤をかけたりしたとのことで、「反応が大き
くて面白かった」と語ったそうです。 
 
 10 月の下旬には、京都市議会で、指定業者以外
が資源ごみを回収することを禁じる廃棄物処理条
例の改正案が可決されました。野宿している人の残
り少ない収入の道・生きる糧が奪われるという反対
を押し切ってのことです。同様の条例は全国各地
（東京都杉並区、世田谷区、横浜市、さいたま市、
大津市、大阪府内の 6 市など）で制定されてきま
した、と書いていたら、隣の芦屋市でも同様の条例
を制定しようとしています。【註 5】 
 

 
 
 住むところを維持できなくなり、野宿せざるを得
ないところまで追い詰められた人を、さらに追い詰
める社会のあり方は、何を意味するのでしょう。あ
んなふうにはなりたくないと思う人は、そうならな
いために非人間的に過酷な条件でも、過労死するま
で働き続けるのでしょうか？われわれの労働の状
況は言いようもなく悲惨になっています…。将来に
希望を持ち、不安なしに生活できる働き方が出来な
いのはなぜなのか。このような過酷さを、多くの人
がやむをえないこととして受け入れているのはな
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ぜなのでしょうか？ 
 
 11 月 12 日の神戸新聞に「ホームレス 定住型
から移動型に」という見出しの記事が掲載されまし
た。「神戸の冬を支える会」が 7月に実施したホー
ムレスの一斉調査（わたし達も調査の一部を担当し
ました）で、居住形態が変化したことがわかった、
と書いています。同会は「社会の眼が厳しくなって
テントや小屋が作りにくくなり、野宿者の生活がよ
り不安定化した」と指摘しています。 
 
 野宿していない人の暮らしも追い詰められよう
としている。野宿している人は、それに反抗させな
いための見せしめのような役割をになわされてい
るのではないか？ 
  
 行政が「そこにいてはいけない」と居場所を奪う。
それだけでなく、そのような場所にいるというその
こと自体が、その人の非、許されないこと、犯罪で
あるかのように暗示する。それを受け、自分自身も

やりばのない不満を感じている若者達が、そのはけ
口のように襲撃する。 
襲われた人は、怪我や火傷をさせられ、不安と恐

れと怒りを感じながら、より不安定な場所に移動し
たり、望んでいなくても施設に囲い込まれたりする。
紹介した新聞記事に「定住型から移動型へ」などと
かかれると、ライフスタイルや住み方の好みが変わ
ったかのように見えるが、生活、生存そのものが極
めて不安定化させられたということに他ならない。
一定の場所に居られないから、移動するしかないの
だ。不安定ではあっても、何とか暮らしてきたが、
その収入源が犯罪にされる。アルミ缶を集めると、
資源ごみ持ち去りとして、犯罪人とされ、20 万円
もの罰金を科され、さらに追い詰められる。そのよ
うに追い詰められる人々を「居ては困る」「長居さ
れて困る」とみなす。追い詰めることを正しいこと
と正当化する。わたし達の暮らし方や、感覚がこの
ような呪縛に捕らえられていることから、解放され
なければならないと僕は思うのです。

 

                                                 

＊註 1 5 ページ：野宿している人の人数の推移 

＊註 2 リーマンショックの後、派遣切りや派遣村が話題になり、派遣法が問題になったが、問題なのは派遣法だけではない。

有期雇用の雇い止めなど、様々な非正規雇用が広がっている。日本経団連は「新時代の『日本的経営』」1995 年 5 月で、期間の

定めのない・昇給や年金のある雇用はごく一部にしようとしている。労働者の 2/3 は昇給もない有期雇用になりつつある。何時

路頭に迷うかわからないのだ。 

【参照】 http://blog.goo.ne.jp/psyche-box/e/8bf6bcb88e63b725fc4423391a2d255a 

 「長期蓄積能力活用型グループ」 「高度専門能力活用型グループ」 「雇用柔軟型グループ」 

雇用 

形態 

期間の定めのない 

雇用契約 
有期雇用契約 有期雇用契約 

対象 
管理職・総合職・ 

技能部門の基幹職 

専門部門 

（企画、営業、研究開発等） 

一般職 

技能部門 

販売部門 

賃金 

月給制か年俸制 

職能給 

昇給制度 

年俸制 

業績給 

昇給無し 

時間給制 

職務給 

昇給無し 

賞与 定率＋業績スライド 成果配分 定率 

退職金 

年金 
ポイント制 なし なし 

昇進 

昇格 

役職昇進 

職能資格昇進 
業績評価 上位職務への転換 

福祉 

施策 
生涯総合施策 生活援護施策 生活援護施策 
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＊註 3 24・25 ページ：「市長への手紙」と「市長からの回答」 

＊註 4 26 ページ：「2-7 ビジュアル・いぢわる・インビジブル」 

＊註 5 栗の木とオリーブの木：かろうじて命を支えている収入源を奪ってしまう、空き缶条例制定の動きを見ていると、思い

出すことがある。一つは、日本軍が第二次大戦中に中国でおこなった三光作戦（殺し尽くす・焼き尽くす・奪い尽くす）の報告

書でみた写真。一面の切り株だけが写っている。その地域は栗が主産物だった。その栗の木を切りつくした後の写真だった。流

血の惨劇ではないが、暮らしを出来なくする残酷さ。もう一つは「オリーブの木キャンペーン」パレスチナ YWCA が、東エルサ

レム YMCA と共に行っている、荒地に 5 万本のオリーブの木を植えるための募金活動。パレスチナの重要な産物オリーブの木を

イスラエル軍が根こそぎにしたため荒れ地になってしまったのだ。僕も、3本の木を植えて貰ったが、また破壊されたとも聞く。

生活の基盤を奪いつくすことの無残さはつながっている。 

【参考】 

http://www.ywca.or.jp/whatwedo/palestina/olive.html 

 

 

 

【参考新聞記事1：大阪・尼崎・各地で起こる襲撃】 
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【新聞記事2：神戸での襲撃・続報】 

 

 

【新聞記事3：アルミ缶集め禁止条例など】 
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2010 年 8 月 12 日 

市長への手紙 

郵便番号 651‐0068 

住所 神戸市中央区旗塚通 6‐1‐11 

電話 078‐261-3983 

氏名 野々村 耀（ののむらよう） 

年齢 72 歳  性別 男 

僕は中央区在住の、72 歳の、非課税の年金生活者です。クーラーもなく、熱中症が心配です。 

先日、ある文化センターの一階のロビーのテーブルで、友人とエスペラントの本を読んでいました。わから

ないところについて話したりします。そこに館長という人がやってきて、「ここは憩いの場なので、勉強して

はいけない」というので、「青少年コーナーでは、話し声は迷惑だろうから、ここで読んでいるのだ」という

と、 

「勉強するなら、料金を払って、貸し部屋を借りなさい」と言いました。そんなお金は無いというと、「料

金を払っている人と、払っていない人が同じでは、不公平だ。税金を払っている人と払っていない人が同じで

は不公平だ」というので。僕が、「私は非課税だ」というと、「どうして税金を払わないのだ」といわれました。

収入が少ないので、課税されないといったのですが、払っていなければ、払っている人と対等では無いと言わ

れたのには驚きました。誠に心外です。 

さらに、「ホームレスが長いこといたので迷惑した」と言いました。そう言いながら他方で、「この地域は一

人暮らしの老人が多いから、ここでゆっくり憩いの時を過ごしてほしい」といいました。家に住んでいる人は

ゆっくりしてくれ、ホームレスは来るな、というのです。人権感覚を疑わざるを得ません。そもそもどうして

ある人がホームレスだと分かったり、そうでないと判断できたりするのか、そしてホームレスであったらどう

してそこにいてはいけないのか、私はホームレスだと申告をしなければいけないのか、外見で判ると思ってい

るのでしょうか。大変驚くべき感覚に思えます。そしてそれが、神戸市立の文化センターの館長の言葉だとい

うことが驚きです。 

また、先に述べた。税金を払った人と、税金を払っていない人が（と言っても消費税は払っているわけです

が）同じでは不公平だというのも驚きです。 

そういう差別をするのが神戸市の方針なのでしょうか？ 僕の家にはクーラーがありません。ですから、少

し涼しい場所で、友達と話しながら本を読みたかったのです。それが、そんなにいけないことでしょうか。 

青少年コーナーは学生さんが勉強しているので、話しながら読むのは迷惑だろうと思って、ロビーにしたの

でした。 

館長と名乗った人は、ここで勉強すると、ほかの人もし始めるから、公平でなくなる、といっていましたが、 

それなら、ここで人が憩えば、ほかの人も憩い始める、ということにならないでしょうか。 

どう考えても納得がいかないので、人権の問題として考えていただきたい。市長は、文化センター担当の部

署、人権担当の部署はどのようにお考えでしょうか？ 

以前、神戸の冬を支える会の事務局を担当していた時、野宿せざるを得ない人の人権について(特に生活用

品の撤去などに関して)市の総ての部局がそれぞれのかかわる場面で、人権尊重を前提に取り組むと約束した

ことを想起します。 

先日朝日新聞で、クーラーを持たない貧しい人のために、公民館など公共の施設を熱中症に対する〔避難所〕

にできないかという記事を見ました。神戸市ではそのような取りくみはされているのでしょうか。 

これらについて、誠実にお答え下さい。 
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2-7 ビジュアル・いぢわる・インビジブル 
井沼佑太・佐野歩・臺信一郎・中村祥規・鍋谷美子・野々村耀・山村麻里子 

 

 私たちはいつも何かに気づかないままに通りを歩き、公園を通り抜け、町並みをめでたりしています。 
 10 年以上前のことですが、それまで行ったことのなかった灘区の一角を通った時、新しく建てられた
モダンな家が並んでいるのに気づきました。初め綺麗な街に見えたのです。しかし、すぐにそこは、1995
年の大震災で沢山の建物が崩壊し、焼失し、多くの人が圧死し焼死した場所だと思い至りました。その
とき、軽やかに明るく見えた町並みは、全く違って見えて来ました。 
 今の見かけは、そのうしろにあったことを覆い隠し、見えなくしています。以前の事を知っているも
のには、ここではこんなことがあった、その後、きれいに片づけられて、かつてあったことは見えなく
なっている、と思えるのですが、以前を知らない人にとってはただ整頓された場所に見えます。 
 一緒に夜回りしていても、新しい人には「あったこと」が見えないので、一度一緒に「ここではこん
なことがあった」ことを見てまわることを計画しました。 
 ここで紹介したことだけではありません。住まいのない人でなくても、雨が降ってきた時、雨をしの
げる場所があれば助かります。横断歩道橋の階段の下などは、そういう便利な場所ですが、金網で囲ん
で入れなくされていることが多いのにお気づきでしょうか？  
 疲れたとき、空の雲が流れていくのを横になってただ眺めたいと思ったりしたとき、理由は何でもい
いが、ごろっと横になりたいと思って、ベンチに近づいてみると、奇妙な仕切り金具があって、寝られ
なくしてあるのを見ると、われわれの社会の底意地の悪さを感じませんか？ 

（野々村 耀） 
 

 

【港の機械室の下】 

 港の機械室の下の空間に暮らしていた 2人がいた。1人は糖尿病で入院し、もう 1人は事情はわからないが
帰ってこなくなった。その後、別の人が住みかけたが、われ我が気づいた時にはロープを張られ、「立ち入り
禁止」と書かれた看板がつけられていた。現在は、その看板ははずれロープに看板が取り付けられていた跡が
残っている。入院した人の方は、かつて運送会社を経営していて、ここで暮らしていた頃も「また事業を興し
たい」とよく話していた。入院中に債務整理が終わったので、退院したのちアパートに移っていった。 
 

                             

 

 

ロープを張られ、かつては「立入禁止」の看板が取り付けられていた。 

立入禁止 
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手
す
り
の
根
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【運河の横】 

 

 

 

【A公園・B公園ベンチ】 

A 公園のベンチで暮らしていた人がいた。遊具とベンチの場所を入れ替える工事をすると言われ、一時その場
所をどいた。工事が終わり戻ってみると、ベンチが短くされて寝られる長さはなかった（左下の写真）。 

    

そこでその人は B 公園に移った。しばらくそこで暮らしていたが、近隣の人とトラブルになり、地元の自治
会がベンチの中央に仕切りをつけて寝られないようにしてしまった。現在は、手すりが折れて、根元だけが残
っている（右上の写真）。 
 

以前は小さな茂みの横に空間があり、そこ
に車や小屋で暮らしていた人がいた。酒蔵見
学のバスが転回する場所にするという理由で
追い立てられた。その人たちが住んでいた車
や小屋は撤去され、その後、一帯はフェンス
で囲われた。しばらくして見に行くと、当初
説明されていたバスの転回スペースとは全く
異なり、写真のような構造物が出来上がって
いた。 
 

 

バスの転回する場所に

なるはずが、構造物に

なっていた。これでは

とても転回はできな

い。なにより空間がな

くなった。 

 

t
e
 

   

手
す
り
の
根
元 
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【橋の下の空間】 

 

 

 

      

 

 

 

       【Before】                     【After】  

      

切断前は、このような鉄のはしごがついていた。 

 以前は水門の脇にはしごがあった。そこ
を上って奥の橋下の空間に入ることがで
き、その空間（右写真）に人が暮らしてい
た。橋脚や橋桁の補修工事があるのでどい
てくれと言われ、1人はアパートへ、もう
1人は施設へ移った。そして工事が終わっ
て見に行ってみると、右下写真のように鉄
のはしごが切断され、橋下の空間へ行けな
くなっていた。 
 

 



29 

【T川A橋下・B橋桁と土手の間】 

O 公園にパンダが来るということで、O 競技場前の広場が駐車場になり、広場に居た人たちが住む場所を
追われ追われて、T川の A橋下に移動し暮らしていた（左下写真）。 
 

 

    

 

しかし、遊歩道の工事をするということで追い出された。その時に、B橋の橋桁の隙間の下に移った人もい
た。今度は、その橋桁下にある水道管の塗り替え工事をするということでどいてほしいと言われ、工事中（左
下写真）だけだと思っていたら、塗り替えが終わった後は中に入れないようにブロック塀で囲いがされていた
（右下写真）。 
        【工事中】                             【工事後】 

     

 

なかを覗いてみると、今も生活していた当時のものがそのまま残されている。 

 

現在は、遊歩道が狭くなりきれいに舗装されている。 
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【C公園東屋ベンチ】 

                     

 

【橋横空き地】 

ある橋横の空き地で、数人が各々の廃車で暮らしていた。側の橋げたの塗装工事をするため、資材置き場にし
たいということで立ち退きを求められた。同時期に、子どもに石を投げられ窓ガラスが割れることがあった。
さらに、側にマンションが建つので、その時もきっと立ち退きを求められるだろうと考え、少し離れた所の廃
車に移っていった。その内の 1 人は犬を飼っていたが、移った先はアスファルトの照り返しが強くて犬が参
ってしまい、知人に引き取ってもらうことになった。現在は、雑草が生い茂っており、人が住んでいた形跡は
なくなってしまった。 

  

                      

野宿していた人が使っていたベンチ
があった。その人がいなくなった後に、
寝られないような金具がつけられた。 

空き地 
 

← 空き地 

橋げた → 
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【陸橋下隙間】 

 

 

【歩道橋下】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歩道橋のスロープの下や橋脚の周りに
テントを張って、4 人くらいの人がこ
こで暮らしていた。 
 工事があるということで、住んでい
た人達は追い立てにあって出された。
その工事というのは、フェンスを張っ
て入れなくすることだった。 
 

 

 

 

 

 

陸橋の付け根の隙間に風除けをつけて
寝ている人がいた。その人は遠方に仕事
に行っており休みの時に戻ってきてい
た。夜回りで会うことは少なかったが、
時々帰ってきていた。しばらく夜回りを
続けていたが、次第に人の居る気配がな
くなった。ある時気が付くと人が入らな
いようにフェンスが設置されていた。 
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【ある公園の東屋ベンチ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ある人が生活用品をベンチに置いていた
が、撤去するように言われた。その後、寝ら
れないようにベンチに金具を取り付けられ
た。 
 

 

 

 

 

 

 

【川沿いの公園】 

ある公園を追い立てられた K さんが、近
くに草も木もぼうぼうの使われていない
空き地があったので、そこにテントを張
った。すると間もなく神戸市の人がやっ
てきて、出て行くように言われた。その
後出入り口にロープを張るなどして出入
りできなくなってしまった。 
しばらくして工事が行われ、写真のよ

うな現在の公園に整備された。見通しも
よく、住めなくなった。 
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3 参加者感想

なぜ僕は夜回りをするのか 
井沼 佑太 

 

正直に言って、自分はこれといった挫折を経験し
てこなかった人間だと思う。世間一般と偏差値が示
すところの「いい高校」、「いい大学」に入り、だれ
でもなんとなく社名を知っているような、「いい会
社」に内定した。苦労や悩みはあっても、なんだか
んだうまいことやってきた。貧乏も知らないし、他
人から不当な扱いを受けたこともない。少なくとも
今でもそれが心に暗い影を落とすなんていうほどに
は。学生生活は楽しい思い出の方が多い。 
「一体何の自慢か」と思われるかもしれないし、

「薄っぺらい人生だな」と思われるかもしれない。
しかし、これが 22 歳現在の僕の人生の現状だと思う。 
問題は、そんな世間の厳しさも知らない、ぬくぬ

くと生きてきた自分が、おそらくは全く違う境遇を
経て野宿生活をしている方たちに、歩み寄ろうとす
るこの活動を行うとはどうとらえればいいのか、と
いう点だ。 
先日の夜回りで、普段は見かけない人が公園のベ

ンチで寝ていた。僕より年長のメンバーと、公園で
寝ていた男性の会話を、初めはうなずきながら聞い
ていたが、その内に不意に僕の方に話題がふられた。 
 
男性：「君はこれが仕事なんか？」 
自分：「いえ、なんというかまあ…」 
男性：「ボランティアか？」 
自分：「そういう感じです」 
男性：「若いのにえらいなあ」 

 
ボランティアです、と率直に言えなかったのは、な
んとなく「いい気になるなよ」と思われてしまうか
もしれない、という思いが一瞬頭をよぎったからだ。
しかし僕の一抹の予感に反して、その男性は心底感

心して「えらいなあ」と言ってくださったように思
えた。今思えば、心の中とはいえ、このような疑い
を持ってしまったこと自体、とても失礼なことだっ
た。そしてこんな短い会話の中でも、自分は相手の
ことを全く分かっていないのだなと感じた瞬間だっ
た。 
 しかし、「いい気になるなよ」と思われるかもしれ
ないと感じたのは、なぜなのだろう。自分の中に、「自
分は善いことをしている。そんな自分がかっこいい」
と思って活動に参加している自分がいるのだろうか。
そしてそれを後ろめたいと思う自分も。 
同じような不安感を抱く時がある。夜回りの活動

を、ボランティアに全く興味がない人に話したりす
るときだ。なんとなく、自分がボランティアをして
いるということを話しやすい人と、話しにくい人が
いる。後者の人に自分の活動を伝えようとするとき
の感覚が、公園で寝ていた男性と話すときにも出て
きた。自らの行動が偽善と受け取られるのではとい
う感覚。 
自分が夜回りを続けるのは、自らの勉強のためだ

と思う。メディアの教えてくれない、社会の裏側を
知りたいから。そしてどんな状況にあっても、誇り
というのか意地というのか、そういうものを持って
生活している方たちから、教科書の字面を追うだけ
ではリアルには伝わってこない、「人間の尊厳」の本
質のようなものを感じるから。 
 しかしそれはそれで、そんな理由で夜回りをして
いていいのかなという気持ちになる。というか、ど
んな気持ちからなら夜回りをしてよくて、どんな気
持ちをもってするとだめ、なんて基準はどこにある
のだろう。他のメンバーはどんな気持ちで夜回りを
しているのだろう。意外とこういう点は腹を割って
自分の考えを話しにくい部分かもしれない。あるい
は単にミーティングに参加できていないから、とい
うだけかもしれないが…。 
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自己嫌悪と優劣について  

                臺信一郎 
 

以前「灘チャレンジ」というまつりで、サークル
の友達と野宿のことをテーマに風刺劇を上演したこ
とがあった。この時の素直な感想は「自分は野宿の
ことについて全然分かってないな」ってことだった。
夜回りを続けて、自分の中で「それはおかしい」と
思っていること、普段会っている人たちの生きざま
などを伝えられたらと思っていたけど、いざ書くと
なると理解不足のところが大きく、脚本執筆は全然
進まなかった。 

 
夜回りをしていてもいろんなことで落ち込んだり

悩んだりする。コースリーダーをしてもうまく話せ
なかったり。扉をこっちから開けてしまって相手の
人をびっくりさせてしまったこととか。真夜中に公
園で寝ている人を見かけて、「声をかけないと」と思
って起こしてしまったこともある。その人は不快そ
うだった。当然だ。真夜中に寝ているところを起こ
されたら誰だって嫌だろう。頭では分かってるのに。 
夜回りが怖くなった。また何か失敗してしまうん

じゃないか。相手の気分を害するようなことを言っ
たりしたりしてしまうのではないか。気をつけてい
ても自分の話す言葉が信じられない。自分のしてい
ることを信じられない。金縛りにあったみたいだっ
た。こんな状態で夜回りを続けられるのだろうか。 
自信のなさはミーティングなどでも影響していた。

知識が無いこととかが理由で話についていけないこ
とがよくあって、自分が惨めだった。ここにいても
いいのだろうかと思ってた。（その後一緒に活動して
る人がすごく励ましてくれて、ほんとうに嬉しかっ
た） 
自分に絶望してしまった。泣いて吹っ切れた気に

なっていた時もあるけど、絶望の波はまたやってく
る。これじゃ夜回りを続けられなくなる。どうして
自分を否定してしまうのか。向き合って原因を考え
ないと。 

 
一緒に夜回りをしている人たちのことはすごいな

って思ってる。だからこそ余計にダメな自分を意識
してしまう。もがいてるうちにあるときハッとひら
めいた。あーそっか優劣をつけて差別していたんだ。
周りの人はすごい、優れてる。自分はダメな奴、劣
ってる。そうやって自分と周りを比較して線引きし
てた。「優劣をつける」っておれが一番嫌ってたこと
じゃなかったっけ？優れてるんじゃねえのに。劣っ
てるんじゃねえのに。おれらそんなんじゃねえのに。 
気付いて終わりじゃない。これからだ。この社会

の中では常にみんな評価され、比較され、それによ
って褒められたり貶されたりしてる。優れた人間に
なることを期待され、劣っていれば何かひどいこと
をされても仕方ないような雰囲気を感じる。嫌なこ
と、理不尽なことなんかを全部自分のせいにする（さ
せられる）苦しさっていろんなところにあふれてる
んじゃないだろうか。それがなんでっていうのを考
えたい。 

 
知ること、考えること、感じること。真剣に向き

合うことを通したい。今だってもがいてる。もがき
続けて何か見つけたい。 

 

無題 
中村 祥規 

2010 年の春、修士論文を提出した。夜回り準備会
の活動で見聞きしたことやメンバーに聞かせてもら
った話をもとに、「夜回り」活動の役割や位置づけに
ついて論じた。内容的には不満だらけで、こんなも
のしか書けないのかと、自分の不勉強や能力のなさ
が呪わしかったが、ひとつの形にできたことは僕に
とっては大きなことだった（もっとも、いろんな人
の話を聞くと、論文あるいは文章というのは、そも
そもそういうものらしい）。 

論文を書いてみてあらためて感じたのは、「夜回
り」活動が何を目的にしているのかというのは、考
えれば考えるほど、よく分からないことが多いとい
うことだった。「支援活動」などと説明されることも
多いけれど（そして、僕も論文では使いまくってい
るけど）、野宿している人が必要としている「支援」
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からすれば、実際の活動はほんのささいなものでし
かないわけで、かなりおこがましい感じがする。か
といって、社会運動と呼ぶほど、はっきりとした政
治的な目標があるわけでもない。 

もちろん、「支援」や「運動」じゃないから意味が
ない、というものでもない。夜回り準備会でもふだ
んから言っているように、当事者が望まない、お仕
着せの「支援」や「運動」なんて、迷惑以外の何も
のでもないわけで。 

修士論文を書いてはっきりと自覚するようになっ
たのは、「夜回り」のそのような曖昧模糊としたとこ
ろだ。自分たちがしていること、やろうとしている
ことが、どこに向かっているのか。よく考えていな
いと、気が付いたときには、意図していなかったと
ころに立たされていることになりかねない。自分の
足元をよく見つめて、活動にかかわっていきたいと
思う。 

 

「被害者である」とはどういうことか 
鍋谷美子 

 

「被害者と付き合うということは、 
 加害行為と付き合うということだ」 

 
 これは、「その後の不自由」という本の中に書かれ
ている一言だ。知人に借りて読んでいたら、引き込
まれて明け方まで読んでしまった。報告書編集作業
はまだまだ途上なのに。。 
 その本は、薬物やアルコール依存症、ＤＶや性暴
力などのトラウマを抱えながら生きてきた女性たち
と、その女性たちと付き合っている「支援者」と呼
ばれる女性たちがつくったものだ。 
 
 宣伝には、こうある。 
 
『普通の生活の“有り難さ” 
暴力などトラウマティックな事件があった“その後”
も、専門家がやって来て去って行った“その後”も、

当事者たちの生は続く。しかし彼らはなぜ「日常」
そのものにつまずいてしまうのか。なぜ援助者を振
り回してしまうのか。そんな「不思議な人たち」の
生態を、薬物依存の当事者が身を削って書き記した
当事者研究の最前線！』 
 
 そこに出てくるのは女性ばかりなので、女性特有
の生理研究などの視点もある。性暴力についても語
られる。どれもこれまで男性権威者たちの視点から
はこぼれ落ちていたものばかりで、それも重要だと
思う。ただ一貫して語られているのは、日常をどう
生きるか、ということで、私は自分にも、介助の仕
事で出会うひとたちにも、夜回りや昼回り・病院訪
問で出会うひとたちにも、通じるし、うんうん、と
なるし、ものすごく重要なことが書いてあると感じ
た。こんな息のしにくい社会で、「困っている」ひと
には普段からそこら中で出会う。もちろんその中に
は自分もいる。いろんなひととつきあっていくとき
の、「なんで違うのか？」「なんで分かってくれない
のか？」そういう違和感やもやもやについて解きほ
ぐされた。 
 
 私が活動の現場で、セクハラ被害の当事者になっ
たとき（今の社会では日常的に常に当事者であると
も思うが）、被害を訴えていく過程で、取り乱したり、
うまく話せなかったり、攻撃的になっていたりした
ことがあった。その経過を人前で話して整理する機
会があって、自分が「被害者」という立場になって
周りとかかわると、コミュニケーションがむつかし
くなってしまうのだと感じられた。まず、人に裏切
られる行為をされているので、相手を信じられるか
どうかという不安が大きい。信頼しようとして、少
し期待を外れたことをされると、途端にショックが
襲う。それを相手にもぶつけてしまう。その状態を
うまく表しているのが、冒頭の一言だと思った。 
 
 野宿しているひとや、野宿状態ではないけれど、
経済的なことを含めなんらかのかたちで困っていて、
相談にくるひとたちにとっても、その相手を信頼し
ていけるような関係をつくることがむつかしくなっ
ているのではないかと思う。そういう、関係をつく
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ろうとする力を奪われたり削がれたりするという意
味で「被害者」にされているのではないか。 
 
 ただ、もちろん「被害者」であることは、その人
の人格を固定したりするものじゃない。「加害者」に
なることもあるし、加害・被害の構図だけではこぼ
れてしまうこともいっぱいある。それでも、たとえ
一つの立場・状態に、一時的になったとしても、そ
の人がなんでそういう振る舞いをするのか、その言
葉をえらぶのか、分からないけど分かろうとするこ
とはできる。少なくとも、私にはちょっと伝わって
きた。私にもそういうときあるなぁ、と思った。こ
ういう分かった（ような気になる）瞬間がたまにあ
って、だからひととかかわり続けていきたいと思え
る。そこに希望があるんやなぁと思って嬉しくなっ
たのでした。 
 

『一対一の関係作り』 
西野 和 

 

春～夏に 4・5 回参加させていただきました。その
時は生活のことや、社会との関連とか、こういう状
況を作る社会の仕組みやら、その人たちの心やらを
考えてた気がします。が、今 2月の時点で考えてる
ことは『関係作り』についてなのでそこを書かせて
頂きたいと思います。 
 
理想の関係ってどんなんだろう？それは支援者や

たまに回ってくる誰かなどではなく、なんでも話せ
る、相談もできる○○さんなんだろうな、と思いま
す。2週間に一回、数分間ほどしか話さない関係で
あるけど、話している間はお互いが楽しい時間であ
ってほしい。人とかかわるのは楽しいことも多いけ
どしんどいこともあるってわかってるんですが、で
もやっぱりせっかくなんだから楽しい会話ができれ
ばいいなって思います。そしてそれに加えて困った
ときにいろんな相談できるような、安心できるよう
な存在、それが理想なんだろうなと思います。 
 

実際はどうなんだろう。相手がどう思っているか
はわからないので置いておいて。そして私たちの側
がどう思っているかは、ひとそれぞれなんだと思う
けど。…私の場合、言い方が悪くて残念ですが、訪
問先は所詮知らない人、××にいる人、と思ってます。
表現が難しいんですが…。 
確かに、実際夜回りに行ってなにかが起こるとか、

何か嫌なことがあるとか、そういうわけじゃない。
でも、私は暗いところが嫌いです。顔の見えない関
係が嫌いです。もしそこにいるのが知り合いであっ
ても、嫌です。それに、何かを考えるときには「人
なんて何考えてるかわかんない」という前提を持っ
て考えてます。（常にそう思って人間不信で生きてる
わけではないけど。）そういう自分の気持ちの中で、
夜回りという活動をどうとらえるか。どう関係作り
をすればいいのか。どういう気持ちで、接すればい
いんだろうか。 
深く考えずに、単純に皆さんのところを回って、

楽しく話して帰ってくればいい。実際なにかあるわ
けじゃないんだから。そんなものなんだろうと思う
んだけどもそれは「暗いの嫌い」「暗いの怖い」とか
思いながら話をする、活動に参加するのもどうかと
思ったり…。  
それに、相手の立場からしても私たちは複数でい

ってるわけですし威圧感とかあるのかとも思ったり
思わなかったり…。どうやって安心できるような関
係を作るか。どうやっていい関係を作るか。関係作
りの難しさを感じます。 
 
いろいろ考えましたが結局のところ、理想に完全

に添えなくても、楽しい時間を共有したり、困った
ときの相談をしたりはできる。できる範囲でそれを
していく、それに限ると思います。あれですね。距
離の取り方って難しい。 
 

出口より入り口 
野々村 耀 

 

 神戸で夜回りを始めた頃、野宿する人がどんどん
増えるのに、アパートなどに住んで生活保護を受け
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ることの難しさに辟易していました。野宿している
人が福祉事務所に相談すると、「あなたの状況なら、
住むところがあれば（アパートでも借りたら）保護
を受けられます」などといわれて驚いたことがあっ
た。空腹で死にそうだと相談している人に、「ご飯を
食べてから相談に来なさい」というようなものだか
らです。 
 
 で、つくづく思ったのは、「野宿になってから保護
を受けるのは難しい」だから、「野宿になる前に保護
を受けるのがよい」ということだった。福祉事務所
や、地元の新聞などに、生活に困ったら、家賃が払
えなかったら、野宿になる前に、保護申請しようと
いうキャンペーンをしてほしいと訴えたが、取り合
ってもらえなかった。 
 野宿からの出口は狭い。野宿になる入り口でとめ
られたら、問題は緩和されると思ったのです。 
  
 最近は、仕事を失って保護を受ける人が増えまし
た。保護を受けるのが以前より、しやすくなった面
もあります。すると、受ける人が増えた、予算が足
りない、保護を厳しくしろ、などという声が大きく
なってきました。 
ここでも、生活保護を受けなくても暮らせるように
なるのは、つまり仕事に就くのはたやすくありませ
ん。保護を受ける人を締め付けたって、解決しない
のは明らかです。失業しないで、働き続けることが
出来たら、保護を受ける必要もない。 ここ何年か、
企業も、経済団体も、そして国も、規制を緩和して、
労働者を解雇しやすくする、いるときだけ使って、
すぐ使い捨てにする、そういう方向を強化してきま
した。ここでも、保護への入り口【失業】をとめる
べきです。 
  
 野宿したくない人が、しなくて済むためには、非
正規雇用をなくしたり、簡単に解雇できなくしたり、
要するに失業を減らす必要があります。 悲惨な状
態への入り口を広げながら、出なさいというのは意
味がない。入り口についても考えないと、いくら夜
回りしても・・・・・・。 
  

 と、一方で思いながら、今野宿している人が大丈
夫だろうかと心配なので、夜回りもしています。 

 

立場が変わって… 
山本（藤井）かえ子 

 

昨年 12 月 16 日、岡山大学の一般教養講義「ボラ
ンティアの世界」で、夜回り準備会の活動について
話をさせてもらった。これは、同大学の矢野正昭先
生ご担当の授業で、矢野先生に誘っていただき、数
年前から毎年参加しているものである。新潟在住に
なってもうすぐ 2 年、現場の活動に参加できていな
いので現状については話せないため、報告書の前号
を持参し学生に読んでもらうことに代え、自分の体
験談を中心に話を聞いてもらった。授業後、矢野先
生から、アメリカに行った際に向こうの炊き出し活
動に参加されたとのことで、体験談を聞かせてもら
い、大変興味深かった。 
 
昨年 5 月に娘を出産した。私たち親子は、今盛ん

に叫ばれている？“子育て支援活動”の「支援対象者」
となったわけである。新潟市は子育て支援に力を入
れているようで、子育て支援センターや電話相談、
ショッピングセンター内での育児相談コーナーなど、
いろいろな資源があり、ありがたい。 
ただ、うがった見方かもしれないが、自分が「支

援される存在」という枠に入れられて眼差されてい
るようで、少し居心地が悪い。何となく、自分が社
会の中で立場を弱められたような気がするのである。
「受け身の姿勢」が体に定着してしまうような感じ
になる（幸い、新潟 YWCA の社会問題研究会や新潟
女性史研究会、ジェンダーゼミなど、子連れでも OK
な場所への参加に恵まれ、「受け身の姿勢」の定着が
少し和らぐのではないかと思うが）。 
出会う「支援者さん」たちはとても親切なのだが、

相手のことを知るよりも自分をさらけ出すことばか
りが続くと、苦痛になってしまう。そうかといって、
常に「対等に」話をしようとすれば、とても時間が
かかる。それに、「支援対象者」側から相手について
尋ねることはしにくいものだということを、身をも
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って実感した。 
野宿する人たちは、私よりも「支援される存在」

という枠で眼差される機会が多く、きついものであ
るだろう。逆に、「支援される存在」と眼差されるだ
け、社会に包摂された存在としてみなされることに
なるため、排除よりも「よい」と言えるのかもしれ
ないが…。 
夜回り活動に参加していたとき、出会いの非対等

性について悩んだ。今も、そのことについていろい
ろ考えさせられている。 
 

夜回り感想 
吉村美香 

 

初めて夜回りに参加してからもうすぐ 3 年です。
今年度は全くといっていいほど参加できず、最近の
状況といったところはよく分からないのですが、最
近思うところを書かせていただこうと思います。 
大げさかもしれませんが、これまで生きてきて、

夜回りと夜回りで出会う人のことを知ったときほど、
自分の考え方が影響を受けたことはないと思います。
自分は偏見をもっていないつもりでしたが、実際、
自分は偏見のかたまりだと思いました。また、「日本
は豊かな良い国、貧困はない」というのも自分の境
遇だけを根拠にした思い込みだったんだと気が付き
ました。「貧困」といえばアジアやアフリカの貧しい
子どもたちというイメージがありましたが、貧困に
は色々あって、むしろ身近に大きな貧困があるのだ
と気付かされました。「日本は良い社会だ」とは思う
のですが、完ぺきに良いのではないし、むしろ貧困
を放置しているような、悪い部分もいっぱいあると
考えるようになったと思います。大学でも、「実は日
本は自由な国ではない」というようなことをテーマ
にゼミで発表したのですが、そういうテーマにたど
り着いたのも、夜回りによる部分が大きいかなと思
います。 
夜回りで経験させてもらうことは、まわりで「普通」

といわれていることに対する疑問を、私に持たせて
くれるようになりました。日々の生活のなかで野宿
している人に対する偏見はまだまだ感じます。今度
は、自分が知っていることをもっとまわりに伝えて
いきたいと思っています。もちろん夜回りに継続的
に参加して、野宿している人の現状をちゃんと知っ
たり、なにかの一助になれたらいいのですが、なか
なか参加できずにいて申し訳ないです。また夜回り
に参加させていただけたらなと思います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 



就職活動と夜回りとの狭間で感じたこと 

佐野歩 

 
 私は、今年一年就職活動を経験した。その中で、

夜回りとの関係で自分が感じたこと思ったことを

書いてみようと思う。 
  
 私の就職活動は順調とは言い難かった。民間も

数社受けて、落ち続け、公務員試験でも面接で苦

戦を強いられていた。そうした状況の中、私は焦

った。私を焦らせていたものは、「就職できなけれ

ば、一生貧しい生活をしなければならないかもし

れない。野宿に至ってしまうかもしれない。そん

なのは嫌だ。」という思いだった。夜回りをしたり、

貧困問題について考えたりしながら、そうした状

態に否定的な感情を抱き、そうした状態になるこ

とから必死に逃げようとする自分がいた。そのよ

うな自分がいるということは、自分の中で「野宿

している人々、ワーキングプアの人々は、不幸な

んだ。哀れな存在だ。かわいそうな人たちなんだ。」

という考えがあるということである。そのような

考えを持っている自分に気づき、愕然とした。愕

然としたからと言って、何かが変わったわけでは

ない。相変わらず私は、「自分は、ちゃんと職につ

いて幸せになりたい。」と思い続けていた。しかし、

葛藤は常にあった。そんな事を思ってしまう自分。

そんなことを思いながら、夜回りに参加し続けて

いる自分。「最低だ。自分。」と思った。 
 ただただ、思い続けていた。 
 それだけである。この経験から、何かを得た、

とか、この葛藤からどのようにして逃げ出したか、

とかを普通ならこの後に書くものなのかもしれな

いが、私にそんなことはちっとも起こらなかった。

葛藤があって、就職が決まって、そんな葛藤があ

ったことすら次第に薄れていくんだろうなぁ。そ

う思うから、自分のありのままをこうして残して

おきたいと思う。 
  
 

 
 就職が決まってからのことを。「幸いなことに」

私は、公務員として就職が決まった。そうしてか

ら、ふしぎなことに、というか当然のことに、と

いうか、私が「野宿者問題・貧困問題」に対して

抱いていた情熱・切実さが薄らいできてしまった。

こうした問題をどうでもいいと思うようになった、

ということでは決してない。しかし、「自分はなり

たくない。だけど、もしかしたら自分もなってし

まうかもしれない。だから、誰でもなりうるかも

しれない問題として何とかしなきゃ。」という、あ

る種の潜在的当事者という立場からみた切実さが

なくなってしまったのである。他人事の問題にな

ってしまった。だからといって、これらの問題を

自分のこととして考えるために、公務員としての

就職をやめるつもりもないし覚悟もない。こうし

た問題にライフワークとして携わっている方々に

対してはとても失礼な話だとは思うが。ここまで

言ってしまうと、「一体、お前のしてきたことは何

だったんだ？」という話になるかもしれない。し

かし私は、公務員になっても、大企業に勤めても

生涯安泰ではないということを知った。いつか、

病気をするかもしれないし、辞職に追い込まれて

しまうかもしれない。そうした可能性をたぶん、

「夜回りをしていない自分」よりは少しだけ、本

当に起こりうるかもしれないこととして考えてい

ると思う。少しだけ、野宿問題・貧困問題を自分

のこととして考えていると思う。本当に少しだけ

だが。 
  
 ここまで、暗くて仕方がない話ばかりだったの

で、最後に楽観的観測を一つだけ。 
もっともっともっと、多くの人が野宿の問題とか、

貧困の問題とかを少しだけ自分のこととして考え

るようになったら、今の状況は何か変わるんじゃ

ないかなぁと思う今日この頃である。 
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【巻末付録：夜回り準備会年表】
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神戸 YWCA 夜回り準備会 2009 年度会計報告 
(自：2009年 4月 1日～至：2010年 3月 31日) 

【収入】   【支出】  (単位：円) 

項目 金額 備考 項目 金額 備考 

寄附金 288,900  55件 物品費 85,637 
炊き出し食材費（越年越冬）・下着・蚊取り

線香・カイロ・医薬品・コーヒー等 

助成金 369,280 

NHK歳末たすけあい義援金110,000円

/兵庫県社会福祉協議会（県民ボランタリ

ー活動助成）30,000円/しみん基金

KOBE助成金 229,280円 

備品消耗品費 113,500 
会議資料費（コピー代等）・パソコン・周辺

機器・かご等 

活動報告書頒布 1,800    車両費 64,040 燃料費・車両賃借費・駐車料等 

謝金 30,000  神戸大学ボランティア講座実習受け入れ 印刷製本費 114,712 活動報告書印刷費 

    通信費 21,696 報告書発送費・振込手数料等 

   新聞図書費 7,000  

      支払寄附金 50,000 神戸・冬の家の越年越冬活動に協賛 

      管理費 233,395 分室維持管理費、人件費等 

合計 689,980   合計 689,980   

 
寄附・寄贈報告 
（自：2009年 12月 1日～至：2011年 1月 31日、敬称略） 
 

東昌宏 飯濱玲子 井沼佑太  井上みち子 伊吹三樹雄 岩切幸子 岩崎滋 大久保生子 大原宏志   
岡田有生 川辺比呂子 北野和歌子 金永治 小泉浩 小谷美智子 後藤安子 齋木彰 佐藤きよ子   
塩田達史 志賀文哉 清水純子 上智大学社会正義研究所 住田サーラ 武田多美 田花安子       
鄭秀珠・下田隆清・由楽 津田昌夫  寺内真子 中山茂 長澤毅 西島明子 西山秀樹 二宮百合子    
日本基督教団神戸栄光教会社会委員会（柳澤豊さん経由） 野々村耀 濱西栄司 林祐介 原口剛     
平山理  藤井（山本）かえ子  牧野哲  三島孝子  宮田泰子  森崎武雄  矢野啓子  吉田英三 
 

金銭面、物資の形で多くの御寄附、御寄贈をいただきました。ありがとうございました。 
また、第 4土曜の夜回り前に、お握りを握ってくれている山本容子さん、宮地京子さん、いつもありがとうご
ざいます。 
万が一お名前の漏れや記載間違い等ございましたら、当会へご一報いただけると幸いです。 

 

【編集後記】 人がいない！夜回り先にも回る側にも！というわけで、このところ少数精鋭？でまわっていて、
人力がすべてなので、切実に人手がほしいと思う今日この頃。ただ、こういう活動に参加するにも就職すると
時間がない、失業しているから参加できる、という、まさに社会状況をものすごく反映している人がぞくぞく
です。夜回りスタイルもこれでいいのか、と悩みながら、今号はみんなのいろいろな思いがそのまま表れてい
る報告書になったんじゃないかと思います。活動とともに、大事にしている報告書作り。スローペースですが、
なんとかつなげて出していきたいと思っています。ぜひ感想などお寄せください。（なべたに） 
 ※今号の報告書は、「22 年度 NHK 歳末助け合い義援金」の助成を受けてつくりました。 
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